
 

 

 

 
令和元年６月１４日(金)、国際医療福祉大学東京赤坂キャンパスにて、福祉系大学経営者

協議会 令和元年度第 1回総会および設立１０周年記念講演会を開催しました。 

 

■令和元年度第１回総会■ 

会員校のうち２０大学３６名にご出席いただき、平成 30年度事業報告・決算、令和元年度 
事業計画・予算、令和元年度の役員体制等について審議しました。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 ■設立１０周年記念講演会■ 

福祉系大学経営者協議会は、平成２１年６月の設立から今年で１０年を迎えました。 
これを記念し、総会に続いて記念講演会を開催しました。 
中央大学法学部教授 宮本太郎氏による基調講演『共生保障～２０４０年に向けて』、および

『これからの福祉人材養成課題と福祉系大学の役割』と題したシンポジウムを行い、協議会の
会員校や一般の方など計６９名にご参加いただきました。 
 
日時：令和元年６月１４日(金)  １５:３０～１７:３０ 
会場：国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス 
内容：開会挨拶 

福祉系大学経営者協議会理事  国際医療福祉大学理事長  高木邦格 氏 
基調講演 
『共生保障～２０４０年に向けて』 中央大学法学部教授  宮本太郎 氏 

    シンポジウム 
『これからの福祉人材養成課題と福祉系大学の役割』 

        宮本太郎 氏     （中央大学法学部教授）※コメンテーター 
丸山悟 氏       （福祉系大学経営者協議会会長 日本福祉大学理事長） 
戸塚法子 氏     （淑徳大学大学院総合福祉研究科長） 

        コーディネーター 名取はにわ 氏  
(福祉系大学経営者協議会副会長 日本社会事業大学理事長)    

      閉会挨拶 
福祉系大学経営者協議会副会長 学校法人大乗淑徳学園理事長  長谷川匡俊 氏 

福祉系大学経営者協議会 
令和元年度第 1回総会・設立１０周年記念講演会 開催報告 

総会の様子 



～参加者の声～ 
・日本の社会福祉の諸問題について、構造的に大きな視野からご講演いただいた。 
「支える側」「支えられる側」の二分法は成立しなくなってきていることがよく理解できた。 
・社会状況の変化と既存の制度の狭間をつないでいく福祉のあり方を考えさせられた。 
地域に必要な共生保障のかたちについても理解が深まった。 

・今後、社会福祉士や”福祉マインド”をもつ人材の活躍の場は、ますます広がっていくと思わ
れる。”福祉教育の汎用性”の必要性について考えさせられた。   

など、多数お寄せいただきました。 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開会挨拶 
福祉系大学経営者協議会理事  
国際医療福祉大学理事長 高木邦格 氏 

基調講演 
シンポジウム コメンテーター 
中央大学法学部教授  宮本太郎 氏 

シンポジウム 報告 
福祉系大学経営者協議会会長 
日本福祉大学理事長 丸山悟 氏    

シンポジウム 報告 
淑徳大学大学院総合福祉研究科長 
戸塚法子 氏 
 

閉会挨拶 
福祉系大学経営者協議会副会長 
学校法人大乗淑徳学園理事長 長谷川匡俊 氏 

シンポジウム コーディネーター 
福祉系大学経営者協議会副会長 
日本社会事業大学理事長 名取はにわ 氏  
   

記念講演会の様子 
 


